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学 生 募 集 要 項
総合型選抜（自己推薦型）Ⅲ期

受験するみなさんへ

1． この募集要項には、出願手続、面接、入学手続などに関する重要事項が
記載されています。入学手続が完了するまで、必ず手元に保管しておい
てください。

2．募集要項の他に、次の書類もダウンロードできます。
①総合型選抜（自己推薦型）Ⅲ期入学願書
②総合型選抜（自己推薦型）Ⅲ期キャリア計画書
③総合型選抜（自己推薦型）Ⅲ期出願書類提出用宛名ラベル

3． 記載されている日程および選抜方法に変更が生じる場合は随時、本学
ホームページでお知らせします。
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  ≪以下の内容については、共通ページで確認してください≫
本学HP ＞ 入試・入学 ＞ 募集要項
●コンビニエンスストアでの入学検定料の納入方法
●入学手続時納入金について
●家政学部食物学科・短期大学部家政科食と栄養コースを受験する方へ
●入学予定者への課題・プレイスメントテストについて
●災害により被災した入学志願者に対する特別措置について
●履修地
●高等学校等コード表
●学校教育法施行規則第150条第7号に該当する方の入学資格審査について

 個人情報の取り扱いについて

　提出いただいた出願書類により得られた個人情報は、出願書類に関する問い合わせ、本学の入学者選抜
および合否に関する連絡、統計調査を行うために利用し、他の目的で利用することはありません。ただし、
入学試験実施、合格発表、入学手続の際、在籍（出身）高等学校にいただいた情報を通知することもあります。
　なお、個人情報のデータ処理等については、外部に業務を委託することがありますが、その際は本学
が責任をもって監督・管理いたします。

 不測の事態が起きた場合の対応について

　不測の事態が起きた場合の対応については、本学ホームページよりお知らせします。
　大妻女子大学ホームページ　https://www.otsuma.ac.jp/
問い合わせ窓口　広報・入試センター（千代田）tel. 03―5275―0404

 学校保健安全法で出席の停止が定められている感染症に関する注意事項

　試験当日、学校保健安全法で出席の停止が定められている感染症（インフルエンザ、麻疹、水疱瘡、
新型コロナウイルス感染症等）に罹患し治癒していない場合は、他の受験生や監督者等への感染のおそれ
がありますので、原則として受験をご遠慮願います。ただし、病状により医師において伝染のおそれが
ないと認めた場合は、この限りではありません。
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大妻女子大学
　大妻女子大学は、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム ･ポリシー）に 
定める教育を受けるために必要な、次に掲げる知識・技能、思考力・判断力・表現力等の能力を備えた人を求めます。
1．［知識および技能］深く幅広い知識・教養及び専門的知識・技術を修得し、考察を深めるための基礎的な学力を持っている。
2．［思考力・判断力・表現力等］自らの人生を積極的に考え、豊かな実りある将来を築きたいという意志を持っている。
3．［主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度］（1）コミュニケーション力を磨き、主体的かつ創造的に問題の解決に取り組む意欲を持っている。

（2）人々 の幸せやより良い社会の実現に寄与したいという意欲を持っている。

家政学部
　家政学部では、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム ･ポリシー）に定め
る教育を受けるために必要な、次に掲げる知識・技能、思考力・判断力・表現力等の能力を備えた人を求めます。
1．［知識および技能］大学での学問の出発点をなす、しっかりした基礎学力を持っている。
2．［思考力・判断力・表現力等］生涯を通じて、個人と家庭の生活、社会の改善を考え、行動していきたいと思っている。
3．［主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度］（1） 人間の生活のあり方とその改善に強い関心を抱き、そのために主体的に学ぼうとする姿勢

を有している。
（2）他の人々 との協力、協働、社会的連帯ができる能力を持っている。

食物学科
食物学専攻

被服学科

児童学科
児童教育専攻

アドミッション・
ポリシー
（入学者の受入れ
に関する方針）

　被服学科では、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程の編成及び実施に
関する方針（カリキュラム ･ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、次に掲げる知識・技能、
思考力・判断力・表現力等の能力を備えた人を求めます。
1．知識および技能 （1）入学後の修学に必要な基礎学力としての知識や実技能力を有している。

（2） 高等学校で履修する、国語、英語、家庭、数学、化学、日本史、世界史、
公民などについて内容を理解し、高等学校卒業相当の知識を有している。

2． 思考力・判断力・
表現力等

（1）物事を多面的かつ論理的に考察することができる。
（2）自分の考えを的確に表現し、円滑に伝えることができる。

3． 主体性を持って 
多様な人々と協働
して学ぶ態度

（1）被服について関心があり、その専門知識を身に付けたい意欲がある。
（2）目標の実現に向けて積極的に取り組み、最後までやり遂げる意欲がある。

選考において
重視する項目

1． 学術・文化・芸術・スポーツなどにおける活動実績（部活動、研究、創作発表、コンクール、競
技など）。

2．ボランティア活動などへの自主的・継続的な参加実績。
3．学内外の活動における指導的な役割（生徒会活動、委員会活動など）。
4．高校での授業「家庭基礎」「家庭総合」等において学習した内容とその成果。
5．衣服など身の回りのものに対して幅広い関心を持ち、問題意識を持って生活している。
　食物学科では、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程の編成及び実施に
関する方針（カリキュラム ･ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、次に掲げる知識・技能、
思考力・判断力・表現力等の能力を備えた人を求めます。

アドミッション・
ポリシー
（入学者の受入れ
に関する方針）

1．知識および技能 （1） 専門教育科目の基礎学力となる化学、生物、家庭一般に関する教科につい
て、高等学校で学習した内容を理解している。

（2） 読解力の基礎学力となる国語、英語に関する教科について、高等学校で 
学習した内容を理解している。

2． 思考力・判断力・
表現力等

聞く・話す・読む・書くという基礎的なコミュニケーション能力を身につけて
いる。

3． 主体性を持って 
多様な人々と協働
して学ぶ態度

（1） 食に関して好奇心が強く、自分で調べる習慣を身につけている。
（2） 行動力・体力・気力があり、社会貢献への熱意と意欲がある。

選考において
重視する項目

1．目的意識：食物学科の教育理念を理解し、強い目的意識をもって勉学に励む意欲を有していること。
2．食・自然科学への理解と関心：食への幅広い関心と知識、「化学基礎」、「生物基礎」への理解。
3． コミュニケーション力：自分の考えを的確に伝えることができ、他者の意見を聴く柔軟な姿勢を持っ
ていること。

4．理科科目の履修（特に化学基礎および生物基礎の成績を評価する）。
5． 部活動や生徒会活動など：高校時の学内外の活動においてブロック大会または全国大会出場（マネー
ジャー含む）した経験、芸術、文化、ボランティアなどにおける活動実績。

 

アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）／総合型選抜の選考において重視する項目等

　児童学科では、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程の編成及び実施に
関する方針（カリキュラム ･ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、次に掲げる知識・技能、
思考力・判断力・表現力等の能力を備えた人を求めます。

 

 

アドミッション・
ポリシー
（入学者の受入れ
に関する方針）

1．知識および技能 高等学校段階までに習得すべき各教科等の知識・技能の評価規準が満足する 
状況に達している。

2． 思考力・判断力・
表現力等

習得している知識・技能を働かせて、子どもをめぐる問題を見出し、解決の方
策を工夫しながら自分なりの考えを持ち、それを他者に分かりやすく表現する
ことができる。

3． 主体性を持って 
多様な人々と協働
して学ぶ態度

子どもと子どもをめぐる大人に強い関心を持ち、温かなまなざしで他者と関わ
ろうとする態度を有し、かつ子どもが自然事象に関わることに向き合おうと 
する姿勢を持っている。

選考において
重視する項目

児童学科の理念を理解し、子どもについて強い関心と問題意識を有していることを前提とする。
1． 学術・文化・芸術・スポーツなどにおける活動実績（部活動、研究、創作発表、コンクール、競 
技など）。

2．ボランティア活動などへの自主的・継続的な参加実績。
3．高等学校等での学習について（学習意欲、学習への取り組み、成果など）。
例：高校での授業「総合的な探究の時間」等において取り組んだ課題研究等とその成果

上記1～3のいずれかの項目および子どもと関わる活動の体験。
　以上のような入学者を選抜するために、筆記試験（小論文を含む）、面接、書類審査等を取り入れた多様な入試を実施します。
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文学部
　文学部では、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム ･ポリシー）に定める
教育を受けるために必要な、次に掲げる知識・技能、思考力・判断力・表現力等の能力を備えた人を求めます。
1．［知識および技能］人間と言葉について、基礎的かつ本質的な知識と技能を有している人。
2．［思考力・判断力・表現力等］（1）人間と言葉に関する事象を考察し、自らの判断を下すことができる人。

（2）自分の知識や意見を表現し、他者と情報を交換することができる人。
3．［主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度］人間と言葉に関する未開拓の領域を、主体的に究明しようとする人。

日本文学科

アドミッション・
ポリシー
（入学者の受入れ
に関する方針）

　日本文学科では、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程の編成及び実施
に関する方針（カリキュラム ･ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、次に掲げる知識・技能、
思考力・判断力・表現力等の能力を備えた人を求めます。
1．知識および技能 （1） 日本文学や日本語の歴史を理解し、日本社会や日本語の持つ個別性と多様

性を知ることにより、現代に生きる私たちに必要な知識の習得に努めると
ともに、日本語運用能力やプレゼンテーション能力の進展を図ろうとする
意欲を持つ人。

（2） 入学までに、現代文、古典の科目を履修し、日本文学史の大きな流れと 
日本語の特質などについて理解しようとしている人。

2． 思考力・判断力・
表現力等

自分とは異なる立場や意見の人々に対する知的寛容さや柔軟性を兼ね備えた 
判断力と思考力を持ち、それらを基盤として他者に向かって発信できる表現力・
コミュニケーション能力を高める意欲を持つ人。

3． 主体性を持って 
多様な人々と協働
して学ぶ態度

日本文学や日本語の普遍性を理解し、豊かな情操を育成しながら、みずからの
心の支えを主体的に得ることで、自立した女性として将来への大きな力を養お
うとする目的意識を持つ人。

選考において
重視する項目

1． 学術・文化・芸術・スポーツなどにおける活動実績（部活動、研究、創作発表、コンクール、競 
技など）。

2． ボランティア活動などへの自主的・継続的な参加実績。
3． 学内外の活動における指導的な役割（生徒会活動、委員会活動など）。
4． 高等学校等での学習について（学習意欲、学習への取り組み、成果など）。特に「国語」に対する
強い関心と努力を評価する。

英語英文学科

アドミッション・
ポリシー
（入学者の受入れ
に関する方針）

　英語英文学科では、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程の編成及び 
実施に関する方針（カリキュラム ･ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、次に掲げる知識・
技能、思考力・判断力・表現力等の能力を備えた人を求めます。
1．知識および技能 英語の4技能（Speaking, Listening, Reading, Writing）全般の基礎的な力を 

そなえ、人間と言葉について、基礎的かつ本質的な知識と技能を有している人。
2． 思考力・判断力・
表現力等

（1） 高校までの英語学習を通して、人間・言葉・社会に関する事象に問題意識
を持ち、筋道を立てて考え、それを説明することができる人。

（2） 他者の意見を理解し、自身の知識や意見を的確に表現することで、他者と
情報を交換することができる人。

3． 主体性を持って 
多様な人々と協働
して学ぶ態度

英語圏の文学・英語学・英語教育学・英米文化のいずれかの領域に関心があり、
人間・言葉・社会に関する問題を、主体的に究明しようとする人。

選考において
重視する項目

英語英文学科の特性への十分な理解を前提にして、次の項目のうち、1つ以上。
1． 高等学校等での英語学習に対する関心と努力の足跡（学習意欲、学習への取り組み、成果など）。
2． 学術・文化・芸術・スポーツなどにおける活動実績（部活動、研究、創作発表、コンクール、競技など）。
3． ボランティア活動などへの自主的・継続的な参加実績。
4． 学内外の活動における指導的な役割（生徒会活動、委員会活動など）。
5． 次のいずれかの資格・検定試験の取得ならびに正式な評価。
実用英語技能検定試験（英検）2級以上（S-CBT含む）／TEAP 225点以上／ TOEFL iBT® 42
点以上／TOEIC® 1150点以上*1／TOEIC® S＆W 240点以上（IPも可）／ TOEIC® L＆R 550点
以上（IPも可）／ IELTS 4.0以上／GTEC検定版 CBTタイプ 930点以上.。
 *1）TOEIC® S＆W のスコアを2.5 倍にして TOEIC® L＆Rのスコアと合算した合計点
 6． 海外語学留学・研修への積極的な参加。

　以上のような入学者を選抜するために、筆記試験（小論文を含む）、面接、書類審査等を取り入れた多様な入試を実施します。
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社会情報学部
　社会情報学部では、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム ･ポリシー）に
定める教育を受けるために必要な、次に掲げる知識・技能、思考力・判断力・表現力等の能力を備えた人を求めます。
1．［知識および技能］（1）大学での修学に必要な、基礎的な学力を有し、社会、環境、情報を理解するための知識及び技能を獲得したい人。

（2）自らの考えを他者に的確に伝える技能と表現力を有する人。
2．［思考力・判断力・表現力等］基礎的な学力をベースに、主体的かつ創造的に、社会、環境、情報の各課題を論理的に分析し解決することのできる人。
3．［主体性を持って多様な人 と々協働して学ぶ態度］社会、環境、情報に興味・関心があり、自ら進んで意欲的に学び、卒業後、社会に積極的に貢献したい人。

社会情報学科
社会生活情報学専攻

アドミッション・
ポリシー
（入学者の受入れ
に関する方針）

　社会生活情報学専攻では、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程の編成
及び実施に関する方針（カリキュラム ･ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、次に掲げる
知識・技能、思考力・判断力・表現力等の能力を備えた人を求めます。
1．知識および技能 （1） 社会の動きや生活のあり方を理解するための広く深い知識を有し、文章の

読解や発表のための思考力、そして討論のためのコミュニケーション力を
獲得したい人。

（2） 高校での社会科・国語科の科目への関心（履修）に留まらず、日頃から 
社会問題や情報、文章表現等への高い関心を持ち、積極的に読書や情報 
収集を行なっている人。

2． 思考力・判断力・
表現力等

社会科学やメディアの活用法を学び、社会問題に対する思考と判断力を養い、
その帰結としての問題解決への方策を表現する力を獲得したい人。

3． 主体性を持って 
多様な人々と協働
して学ぶ態度

社会において幅広く活躍するために、大学での学びから得た知見と情報リテラ
シーを基に、社会の諸事象への関心と分析力、コミュニケーション力を高める
ことに意欲的な人。

選考において
重視する項目

1． 関心のあるテーマについて自主的な学習・研究を行い成果をあげたこと。
2． 高等学校等での学習（学習意欲、学習への取り組み、成果など）、特に「地理歴史」「公民」に対
する強い関心があり努力をしたこと。

3． 学内外の活動（生徒会活動、委員会活動など）において指導的な役割を果たしたこと。
4． ボランティア活動などに自主的・継続的に参加した実績があること。
5． 次のいずれかの資格・検定試験の取得。
 実用英語技能検定試験（英検）準 2級以上（S-CBT含む）／GTEC 検定版・CBTタイプ 680点以上

　以上のような入学者を選抜するために、筆記試験（小論文を含む）、面接、書類審査等を取り入れた多様な入試を実施します。

社会情報学科
環境情報学専攻

アドミッション・
ポリシー
（入学者の受入れ
に関する方針）

　環境情報学専攻では、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程の編成及び
実施に関する方針（カリキュラム ･ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、次に掲げる知識・
技能、思考力・判断力・表現力等の能力を備えた人を求めます。
1．知識および技能 （1） 入学後の修学に必要な基礎的な知識を有し、環境を理解するための情報 

収集能力、文章の読解や発表のための思考力、そして討論のためのコミュ
ニケーション力を身につけたい人。

（2） 高校での環境に関わる科目（社会科・理科など）の履修に留まらず、日頃
から環境への高い関心を持ち、積極的に情報収集を行い、自らの考えを 
他者に伝える技術と表現力を高めることを心がけている人。

2． 思考力・判断力・
表現力等

自然科学や社会科学の視点から環境について複合的に学び、環境問題に対する
思考と判断力を養い、問題解決への方策を論理的に表現して、エコライフを 
実践したいと考えている人。

3． 主体性を持って 
多様な人々と協働
して学ぶ態度

エコライフを実践するために、社会や自然のしくみを学んで得た知見と環境 
情報リテラシーを基に、将来、暮らしを中心とする身近な環境を意欲的にデザ
インしたい人。

選考において
重視する項目

 下記のいずれかに該当することが望ましい。
1. 関心のあるテーマについて自主的な学習・研究を行い、成果を上げたこと。
2. 地球環境問題に対する関心とその解決にむけて学ぶ意欲を有していること。
3. 以下の項目のうち１つ以上について、自己アピールができること。
①学術・文化・芸術・スポーツなどにおける活動（部活動、習い事、研究、創作発表、コンクール、
　競技など）　における努力、協働、達成の経験と実績
②ボランティア活動など、自主的・継続的に参加した実績
③学内外の活動における指導的な役割の経験や実績

4. 次のいずれかの資格・検定試験の取得。
　実用英語技能検定試験（英検）準 2 級以上（S-CBT を含む）／ GTEC 検定版・CBTタイプ 680点
　以上 
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人間共生学部

社会学科

アドミッション・
ポリシー
（入学者の受入れ
に関する方針）

1．知識および技能

選考において
重視する項目

 
 

　人間共生学部では、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）
に定める教育を受けるために必要な、次に掲げる知識・技能、思考力・判断力・表現力等の能力を備えた人を求めます。
1．［知識および技能］　(1) 大学での学びに必要となる、高等学校卒業相当の基礎学力を身につけている人。

(2) 人間や社会を理解するための前提となる基本的な知識をもつ人。
2．［思考力・判断力・表現力等］　(1) 人間の活動や社会現象に対して幅広く深い興味を持って考えることができる人。

(2) 問題を多角的にとらえ、創造的・論理的に考えることができる人。
(3) 他者の意見を聞き、理解し、その上で自分の意見を表明することができる人。

3．［主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度］　(1) 積極的に問題解決を図ろうとする人。
(2) 学内・学外での学びや活動に意欲と関心を持っている人。
(3) 意見や関心が異なる人たちとも協力しながらやり遂げることができる人。

　社会学科では、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程の編成及び実施に
関する方針（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、次に掲げる知識・技能、
思考力・判断力・表現力等の能力を備えた人を求めます。

（1）大学の授業全般で必要となる、文章の解読、発表や討論、レポート作成
のための日本語能力の基礎となる「国語」の基礎学力を高等学校卒業ま
でに十分身につけている人。

（2）社会を広く、深く理解する上で必要となる「地理歴史」「公民」の基礎学
力を高等学校卒業までに十分身につけている人。

（3）社会現象をグローバルな観点から関連づけ分析するために必要な「外国
語」の基礎学力を高等学校卒業までに十分身につけている人。

2．思考力・判断力・
表現力等

3．主体性を持って
多様な人々と協
働して学ぶ態度

（1）社会で生きる人々の生のさまざまなあり方や社会現象に幅広く興味関心
をもち、深く掘り下げて考える人。

（2）社会問題を多角的にとらえ、創造的・論理的に考察できる人。
（3）自分以外のさまざまな人の意見を丁寧に聞き、理解し、その上で自分の

意見を表明することができる人。
（1）目の前で起きていることから社会問題まで、積極的に問題解決を図ろう

とする人。
（2）学内・学外での学びや活動に意欲と関心を持っている人。
（3）意見や関心が異なる人たちとも協力しながら、自らの課題をやり遂げる

ことができる人。
　社会学科の特性への十分な理解を前提にして、以下の項目のうち、1つ以上当てはまることが望ましい。
1．オープンキャンパス・ミニオープンキャンパスで行われる社会学科の体験授業に参加し、課題を
提出している。

2．本学科の教育理念、および学習内容をよく理解するために、今年度のオープンキャンパス・ミニオー
プンキャンパスの 「教員による個別相談」コーナーで、教員からの説明を受けていること。

3．社会学に対する強い関心と学ぶ意欲を持っていること。
4．学術・文化・芸術・スポーツ・ボランティアなどにおける活動実績（部活動、研究、創作発表、コンクー
ル、競技など）。

5．学内外の活動における指導的な役割（生徒会活動、委員会活動など）。
6．次のいずれかの資格・検定試験の取得。
実用英語技能検定試験（英検）2 級以上 (S-CBT含む) ／ TEAP 225 点以上／ TOEFL iBT® 42 
点以上／ TOEIC®1150 点以上（L＆R 550 点以上、かつ S＆W 240 点以上［IP も可］）*1 ／
IELTS 4.0 以上／ GTEC　検定版・CBTタイプ 930点以上
 *1）TOEIC® S＆W のスコアを2.5 倍にして TOEIC® L＆R のスコアと合算した合計点

 

福祉学科

アドミッション・
ポリシー
（入学者の受入れ
に関する方針）

1．知識および技能

　福祉学科では、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程の編成及び実施に
関する方針（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、次に掲げる知識・技能、
思考力・判断力・表現力等の能力を備えた人を求めます。

（1）大学の授業で必要な、高等学校卒業相当の「国語」、「英語」の学力がある人。
（2）福祉を学ぶ上で、高等学校卒業相当の「公共」の学力がある人。

2．思考力・判断力・
表現力等

3．主体性を持って
多様な人々と協
働して学ぶ態度

（1）文章での表現力、読解力および記述力を持つことができる人。
（2）他者の意見を聞き理解し自分の意見を表明することができる人。
（1）福祉に関する問題について深い関心を持ち、解決に向けて取り組む意欲

を持つことができる人。
（2） 学校での学習や課外活動等において、他者と協力しながら主体的に参加

し、課題をやり遂げることができる人。

選考において
重視する項目

 
 

　福祉学科の特性への十分な理解を前提にして、以下の項目のうち、1つ以上当てはまることが望ましい。
1．オープンキャンパス・ミニオープンキャンパスで行われる福祉学科の体験授業に参加し、課題を提
出している。

2．学術・文化・芸術・スポーツなどにおける活動実績（部活動、研究、創作発表、コンクール、競技など）。
3．ボランティア活動などへの自主的・継続的な参加実績。
4．学内外の活動実績と役割（生徒会活動、委員会活動など）。
5．次のいずれかの資格・検定試験の取得。
実用英語技能検定試験（英検）準 2 級以上（S-CBT含む）／ GTEC検定版・CBTタイプ 680点
以上

6．本学科の教育理念、および、学習内容の理解のため、今年度のオープンキャンパス・ミニオープンキャ
ンパスの「教員による個別相談」コーナーで、教員から説明を受けていること。

7．福祉学に対する強い関心と学ぶ意欲を持っていること。
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比較文化学部
　比較文化学部比較文化学科では、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム･
ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、次に掲げる知識・技能、思考力・判断力・表現力等の能力を備えた人を求めます。

比較文化学科

アドミッション・
ポリシー
（入学者の受入れ
に関する方針）

1．知識および技能 （1） 外国語と外国の歴史や文化についての知識（具体的には「国語」「英語」
を基本に外国文化と日本文化を比較するための基準となる歴史に関する
 知識）を持っている。

（2）基本的な語学力と論の構成力を持っている。
2． 思考力・判断力・
表現力等

物事を自分で考え、自分の言葉で表現する姿勢がある。

3． 主体性を持って 
多様な人々と協働
して学ぶ態度

意欲的に多様な人々と協働して学ぶ態度がある。

選考において
重視する項目

 

 
 
 

　以上のような入学者を選抜するために、筆記試験（小論文を含む）、面接、書類審査等を取り入れた多様な入試を実施します。

1．比較文化学科の教育理念を理解し、目的意識をもって学びたいという意欲を有していること。
2．高等学校等での学習、特に「国語」、「歴史」および「英語」などの語学に関心を持ち、意欲的に取
り組んでいること。

3．以下に挙げる項目のうち 1 つ以上について自己アピールできること。
①学術・文化・芸術・スポーツなどにおける活動（部活動、探究型の学習、研究、創作発表、コンクール、
競技、留学など）。
②学内外の活動への参加（生徒会活動、委員会活動、ボランティア活動など）。　
③次のいずれかの資格・検定試験や水準を目安とする語学力。
実用英語技能検定試験（英検）2 級以上（S-CBT 含む）／ TEAP 225 点以上／ TOEFL iBT® 42 
点以上／ TOEIC®1150 点以上（L＆R 550 点以上、かつ S＆W 240 点以上［IP も可］）*1 ／ 
IELTS 4.0 以上／ GTEC 検定版・CBT タイプ 930点以上  
*1）TOEIC® S＆W のスコアを 2.5 倍にして TOEIC® L＆R のスコアと合算した合計点
④英語以外の言語の資格・検定試験の取得実績（中国語、フランス語、ドイツ語、スペイン語、韓国語、
ロシア語など）。

 
 

共生デザイン学科

 

 

アドミッション・
ポリシー
（入学者の受入れ
に関する方針）

1．知識および技能

　共生デザイン学科では、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程の編成及
び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、次に掲げる知識・
技能、思考力・判断力・表現力等の能力を備えた人を求めます。

（1）大学での学びに必要となる、高等学校卒業相当の基礎学力を身につけて
いる人。

（2）高等学校までの学習や諸活動を通じて、コミュニケーションの基礎的な
能力を身につけている人。

2．思考力・判断力・
表現力等

3．主体性を持って
多様な人々と協
働して学ぶ態度

（1）人間や社会の多様性、多様性を背景とした国内外の課題に対して興味を持
ち、問題の要因や背景を考える姿勢をもっている人。 

（2）他者と積極的にコミュニケーションを取り、相手の視点や考えを理解・尊
重し、その上で自分の意見を言語や文章で適切に表現することができる人。

選考において
重視する項目

 
 

　共生デザイン学科の特性への十分な理解を前提にして、以下の項目のうち、1 つ以上当てはまるこ
とが望ましい。
1．オープンキャンパス・ミニオープンキャンパスで行われる共生デザイン学科の体験授業に参加し、
課題を提出している。

2．学術・文化・芸術・スポーツ・ボランティアなどにおける活動実績（部活動、研究、創作発表、コンクール、
競技など）。

3．オープンキャンパス・ミニオープンキャンパスの「教員による個別相談」コーナーで、教員からの
説明を受けていること。

4．次のいずれかの資格・検定試験およびそれに相当するほかの英語能力資格の取得。
実用英語技能検定試験（英検）2級以上（S-CBT含む）／TEAP225点以上／TOEFL iBT®42点
以上／TOEIC®1150点以上 (TOEIC® L&R550点以上かつTOEIC® S&W240点以上 [IPも可 ])*1
／ IELTS4.0以上／GTEC 検定版・CBTタイプ930点以上
*1)TOEIC® S&Wのスコアを2.5倍にしてTOEIC® L&Rのスコアと合算した合計点。

自分とは異なる背景を持つ人々や社会のあり方に関心を持ち、誰もが暮らし
やすい社会、働きやすい職場作りに貢献したいという意欲をもつ人。

　以上のような入学者を選抜するために、筆記試験（小論文を含む）、面接、書類審査等を取り入れた多様な入試を実施します。
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大妻女子大学短期大学部
　大妻女子大学短期大学部では、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム ･

 

ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、次に掲げる知識・技能、思考力・判断力・表現力等の能力を備えた人を求めます。
1．［知識および技能］（1） 高校の学習で各コースが指定した科目において基礎学力および技能を身につけている。

（2）短期大学部の授業が理解できる一定以上の知識があり、入学後の修学に必要な技能を有している。
2．［思考力・判断力・表現力等］ 常に問題意識を持って、自らテーマを見つけ物事を論理的に考える力、自分の考えを的確に相手に伝えることが

 

できる能力をそなえている。
3．［主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度］ 多様な人々とコミュニケーションを図って、自立した将来を創り上げていく意欲を持ち、その

 

ための課題に積極的に取り組むことができる。

家
政
科

アドミッション・ポリシー
（入学者の受入れに関する方針）

　家政科では、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程の編成及び実施に 
関する方針（カリキュラム ･ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、次に掲げる知識・技能、
思考力・判断力・表現力等の能力を備えた人を求めます。

家政総合
コース

アドミッション・
ポリシー
（入学者の受入れ
に関する方針）

1．知識および技能 高校での学習で「国語」「英語」「数学」「地理・歴史」「理科」「家庭」など、
入学後の修学に必要な、基礎知識と技能を有し、さらに、資格取得や課外活動
など、高校時代に充実した日常生活を送ることができた人。

2． 思考力・判断力・
表現力等

物事を多面的・論理的に、考察と判断ができ、自分の考えを、他者に的確に 
表現し、伝えることのできるコミュニケーション能力を持ち、さらに、他者の
考えを、柔軟に受け入れ、理解する、協調性を有している人。

3． 主体性を持って 
多様な人々と協働
して学ぶ態度

生活の基盤である衣、食、住などの学習の他、家政総合コースでの学習に深い
関心があり、主体的・積極的に取り組む態度を有し、得られた知識と資格など
の専門性を、将来の生活や就職、社会貢献に役立てる意欲のある人。

選考において
重視する項目

1． 学術・文化・芸術・スポーツなどにおける活動実績（部活動、研究、創作発表、コンクール、競技など）。
2． 学内外の活動における指導的な役割（生徒会活動、委員会活動など）。
3． 高等学校での学習について（学習意欲、学習への取り組み、成果など）。
例：高校での授業「総合的な探究の時間」等において取り組んだ課題研究等とその成果

4． ボランティア活動などへの自主的・継続的な参加実績。
5． 資格・検定試験の取得実績（食物調理技術検定／被服製作技術検定／実用英語技能検定（英検）
（S-CBT含む）または他の英語能力資格／日本漢字能力検定／全商ビジネス文書実務検定など）。

食と栄養
コース

アドミッション・
ポリシー
（入学者の受入れ
に関する方針）

1．知識および技能 （1） 専門教育科目を学ぶために必要な「家庭」、「化学」、「生物」などの基礎的
な内容を理解している。

 

（2） 読解力や語学力の基礎となる「国語」を通して、聞く、話す、読む、書く
という基礎的なコミュニケーション能力を身につけている。また、実務的
な計算能力がある。

2． 思考力・判断力・
表現力等

健康や食生活に関する問題について、知識や情報を基に論理的に考察し、判断
したり、行動したりすることができる。

3． 主体性を持って 
多様な人々と協働
して学ぶ態度

健康・食生活に対する強い関心を持ち、将来、食を通じて人々の健康に貢献 
したいという意欲がある。学修課題に積極的に取り組み、主体的に学ぶことが
できる。

選考において
重視する項目

1．食と栄養コースの教育理念を理解し、強い目的意識をもって勉学に励む意欲。
2．健康や食生活について、幅広い関心や問題意識をもち、積極的に学ぶ姿勢。
3． 高等学校での学習について（学習意欲や学習への取り組み、成果など）。
4．学内外の活動における指導的な役割（生徒会活動、委員会など）。

　以上のような入学者を選抜するために、筆記試験（小論文を含む）、面接、書類審査等を取り入れた多様な入試を実施します。

ディプロマ・ポリシー（卒業の認定に関する方針）、カリキュラム･ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）は

 

本学ホームページ（https://www.otsuma.ac.jp/）をご参照ください。

データサイエンス学部
　データサイエンス学部データサイエンス学科では、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程の編成及び実施に関する方針（カ
リキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、次に掲げる知識・技能、思考力・判断力・表現力等の能力を備えた人を求めます。

データサイエンス
学科

アドミッション・
ポリシー
（入学者の受入れ
に関する方針）

1．知識および技能

選考において
重視する項目

（1）高等学校における学習を通じて、「英語」、「数学」、「情報」、「国語」を含
む幅広い科目の基礎的学力をバランスよく身に付けている人。

（2）データサイエンスを学ぶ上で必要な「数学」などの科目の基礎的な知識
を有する人。

2．思考力・判断力・
表現力等

3．主体性を持って
多様な人々と協
働して学ぶ態度

データサイエンスと経済・経営に関する知識に基づいて、物事を論理的かつ多
面的に考え、データを分析して課題の解決策を提案する力を身に付けたい人。
社会の抱える課題に関心を持ち、他者と協働し、データを活用してビジネス
に積極的に貢献したいという意欲を持つ人。

1. 関心のあるテーマについて自主的な学習・研究を行い成果をあげたこと。
2. 高等学校等での学習、特に「情報」「数学」に対して努力し得られた実績（成績、賞、作品等）。
3. 次のいずれかの資格・検定試験の取得。
ITパスポート、基本情報技術者、情報検定（Ｊ検）の情報システム試験（１科目以上）、情報活用試
験（3級以上）、統計検定などの資格・検定試験。

4. 学術・文化・芸術・スポーツなどにおける顕著な活動実績（部活動、研究、創作発表、コンクール
競技会など）。

5. 学内外の活動における指導的な役割（生徒会活動、委員会活動など）。
6. ボランティア活動などに自主的・継続的に参加した実績があること。

　以上のような入学者を選抜するために、筆記試験（小論文を含む）、面接、書類審査等を取り入れた多様な入試を実施します。
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　総合型選抜（自己推薦型）Ⅲ期は、能力・特技・資格や個性・学習意欲などを中心とした総合的・多面的な人物
評価を慎重に行い、本学創立の精神、理想、学風にふさわしい学生を選抜しようとするところにあります。
　本学の教育方針・教育内容を十分に理解するとともに、勉学意欲が高く、入学後の学生生活の夢や将来の目標が
明確であり、そのことを自分自身で説得的に表明できる者に入学の機会を提供することを目的とします。
　こうして、一般選抜や学校推薦型選抜では判断し得ないさまざまな資質や能力や活動を、総合的に判断し、思考力、
構想力、創造力にあふれた情熱と意欲ある人材を積極的に迎えようとするものであります。

趣旨

以下の各要件を満たしている女子

　⑴ 　高等学校もしくは中等教育学校等を令和8年3月卒業見込みの者または卒業後 5年以内（令和２年 9月 
以降の卒業）の者

　⑵ 　本学の教育目的や理念を具現するにふさわしい旺盛な学習意欲と問題意識を有し、かつ創造性・行動力など
の能力と資質を有する者

　⑶ 　本学の学修・教育環境を積極的に活用し、志望理由としてあげた自己の目標や構想を実現するに十分な意欲
と能力を有する者

　※出願要件⑴については以下の者も含みます。
　　・通常の課程による12年の学校教育を令和8年 3月修了見込みの者および修了後5 年以内の者
　　・学校教育法施行規則第150条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者

および令和8年3月31日までにこれに該当する見込み者で令和8年3月31日までに18歳以上かつ23歳
以下の者

　提出された書類に基づく詳細な審査および時間をかけた面接等により、志願者の能力・適性や学習に対する意欲、
目的意識等を総合的に評価する。

入学者選抜の基本方針

　本学では、「高等学校を卒業した者と同等以上の学力がある者」として入学資格認定を必要とする方について、
個別の入学資格審査を行います。学校教育法施行規則第150条第 7号の規定による個別の入学資格審査を希望
する方は、次の申請期間前に広報・入試センター（千代田）に必ず連絡してください。
　この手続が必要な方は、出身学校の高等学校等コードが「54000F」の方です。このコード以外の方はこの
手続は必要ありません。
　詳細は共通ページで確認してください。
 【申請期間（郵送必着）】
　令和7年 11月 25日（火）～12月 9日（火）
　

出願要件

※総合型選抜（自己推薦型）Ⅲ期内で複数の学科・専攻・コースに出願することはできません。
※他大学との併願を可とし、本学が第一志望ではない場合も受験可能ですが、本学を第一志望とする出願要件の入
　試方式で入学手続をしている方は総合型選抜（自己推薦型）Ⅲ期の受験はできません。
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選考方法

⑴　出願書類（総合型選抜キャリア計画書、調査書等）、面接を総合して合否を判定します。�
⑵　面接は、複数の面接担当者で個人面接を行います。時間は1人約 30分間です。面接では、志望理由、学科・　　	
	 専攻・コースへの適性、基礎学力などを見ます。

学部・学科・専攻・コース
面接

口頭
試問 内容

家政学部

被服学科 ○ 被服分野に関する知識の質問を含む

食物学科 食物学専攻 ○

児童学科 児童教育専攻 ○ 事前に提出いただいた書類の内容に即した質問を行う

文学部
日本文学科 ○

英語英文学科 ○ 英語英文学科での学びに関する興味・関心を問う

社会情報
学部

社会情報
学科

社会生活情報学専攻 ○ 現代社会、経済、時事に関する質問を含む

環境情報学専攻 ○

○

環境に関する質問を含む

生活の中でのデータ活用についての質問を含む

衣・食・住生活に関する質問を含む

人間共生
学部

社会学科 ○

○

現代社会の諸問題に関する質問を含む

福祉学科

共生デザイン学科 ○

比較文化
学部

データ
サイエンス学部

比較文化学科

データサイエンス学科

○ 学びたい地域の歴史や文化に関する質問を含む

短期大学部 家政科
家政総合コース ○

食と栄養コース ○ 専門に必要な基礎知識や食・栄養・健康に関する質問を含む

面接

食への幅広い関心と知識、化学基礎、生物基礎への理解、コミュニ
ケーション能力を問う

日本の文学、語学、文化、歴史についての基礎知識等を問う(高等学
校国語科の内容を含む)

本学科で学ぶ動機、キャリア計画、日本の福祉の現状に関する知識
及び考えについての質問を含む

人間の多様性を背景とした国内外の課題に関する質問を含む
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募集人員

大学学部（4年制）
学部・学科・専攻 Ⅲ期

家政学部
被服学科 若干名
食物学科 食物学専攻 若干名
児童学科 児童教育専攻 若干名

文学部
日本文学科 若干名
英語英文学科 若干名

社会情報学部 社会情報学科
社会生活情報学専攻 若干名
環境情報学専攻 若干名

人間共生学部
社会学科 若干名
福祉学科 若干名
共生デザイン学科 若干名

比較文化学部 比較文化学科 若干名
データサイエンス学部 データサイエンス学科 若干名

短期大学部（2年制）
学部・学科・コース Ⅲ期

短期大学部 家政科
家政総合コース 若干名
食と栄養コース 若干名

入試日程

出願期間 1月　6日（火）～　2月 14日（土）［郵送必着］
受験票発送日（予定） 2月 17日（火）
面接日時発表期間 2月 19日（木）～　2月 22日（日）

面接日

家政学部
文学部
社会情報学部
比較文化学部
データサイエンス学部
短期大学部

2月 22日（日）
人間共生学部

2月 22日（日）

試験場 千代田キャンパス 多摩キャンパス
合格発表日 2月 25日（水）15：00から
入学手続期間 2月 26日（木）～ 3月 3日（火）［郵送・当日消印有効］
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1． 入学検定料納入期間および出願期間

入学検定料納入期間 出願期間（郵送必着）

令和8年　1月　6日（火）～ 2月 14日（土） 令和8年　1月　6日（火）～ 2月 14日（土）

2． 入学検定料
35,000円

3． 入学検定料の納入
⑴ 　「入学願書（A 票）・振込依頼書（B票）・振込領収書（C票）」を使用してください。

⑵　納入方法
　 　入学検定料は金融機関またはコンビニエンスストアで納入できます。出願締切に間に合うよう、余裕をもっ
て納入手続をしてください。
　［1．金融機関での納入の場合］
　　① 　入学願書A～C票に必要事項を記入し、そのまま切り離さずに、金融機関の窓口から電信扱いで振り

込んでください。ゆうちょ銀行・郵便局、インターネット、ATMでの納入はできません。
　　② 　振込後に金融機関からA、C票を受け取り、必ずその場でA、C各票に「金融機関取扱店収納印」が

押印されていることを確認してください。押印されていないものは無効です。振込領収書（C票）は各
自で保管してください。

　［2．コンビニエンスストアでの納入の場合］
　　①　入学願書A 票に必要事項を記入してください。B、C票の記入は不要です。
　　② 　「セブン─イレブン」、「ローソン」、「ファミリーマート」、「ミニストップ」の各店で納入できます。

納入方法の詳細は共通ページをよく読み、手続を行ってください。
　　③ 　コンビニエンスストアで発行される「入学検定料収納証明書」をA 票に貼付し、A 票のみ提出して

ください。B、C票は提出不要です。
　　※コンビニエンスストアでの納入方法についての問い合わせ　https://e-shiharai.net/

4． 出願書類
出願に必要な書類は次のとおりです。
　⑴　総合型選抜入学願書
　⑵　総合型選抜キャリア計画書
　⑶　調査書（厳封、開封無効）

＜出願書類等の活用方法について＞
総合型選抜キャリア計画書、調査書は出願要件の確認のほか、高校等での学習・生活状況等の把握およ
び面接資料として活用します。

出願手続
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⑴　総合型選抜入学願書
　記入例（13ページ）をよく読み、正確に記入してください。

⑵　総合型選抜キャリア計画書

⑶　調査書

　① 　高等学校等卒業見込みの場合、最終学年第2学期まで、または前期までの学業成績等が記載されている調
査書を提出してください。

　② 　①が発行できない場合は、前年度までの学業成績等と最終学年での履修科目が記載された調査書を提出し
てください。②に該当する場合、先生にこのページを提示して発行をお願いしてください。

　③ 　下表に該当する方は、それぞれの指示に従ってください。不明な点については広報・入試センター（千
代田）にお問い合わせください。

高等学校卒業程度認定試験に合格
または合格見込みの場合

次の書類を提出してください。
 ・合格（見込）成績証明書
以下に該当する場合は、次の書類も提出してください。
〈高等学校等に在籍していたことがある場合〉
 ・高等学校等の調査書もしくは成績証明書
〈高等学校卒業程度認定試験において免除科目がある場合〉
 ・免除科目の単位取得を証明する書類（高等学校等の成績証明書等）

複数の高等学校に在籍した場合
それぞれの学校が発行した調査書を提出してください。ただし、前籍校
と合わせた調査書が発行できる場合は 1通で構いません。その際は必ず
それぞれの学校名と在籍年月が記載されたものを提出してください。

留学中の単位が認められ国内の高等
学校等を卒業する（した）場合

国内高等学校等については調査書を提出し、留学先学校については成績
証明書を提出してください。なお、留学先の成績証明書が発行されない場
合は、在学している（いた）国内の高等学校等が保管する留学先の成績証
明書の写しに学校長の署名・公印が押印されたものを提出してください。

大学に在学していた場合
大学の成績や修了を証明する書類の提出は不要です。
ただし、活動報告に大学在学時のことを記入する場合は、添付資料とし
て成績証明書等の提出を認めます。

調査書等と出願書類で氏名が異なる
場合

戸籍抄本など、同一人物であることを証明する書類（個人番号（マイナン
バー）が記載されていないもの）を提出してください。
なお、外国籍の方が通称名を用いる場合は、住民票に記載されている通
称名に限ります。

調査書が発行されない場合（廃校・
被災等）

成績証明書など在学時の活動を示す書類および卒業（修了）証明書を提
出してください。

　記入にあたっては、黒ボールペン（摩擦等で消えないインク）を使用し、必ず志願者本人が自筆で記入して
ください。書き損じた場合は、修正液を使用しても構いません。
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5． 出願書類の提出
⑴　提出方法
　 　入学検定料を納入後、市販の封筒（角2型）を使用し、必ず郵便局の窓口から簡易書留速達で郵送してくだ
さい。大学窓口での受付はしません。

⑵　注意事項
　①　入学検定料未納または出願書類未提出の場合、出願受付できません。
　②　 複数学科・専攻・コースへの出願はできません。また、出願後の入試種別、学科・専攻・コースの変更
はできません。

　③ 　出願書類に不備がある場合は、受付できないことがありますので注意してください。また、出願書類等
に関する本学からの連絡には、速やかにその指示に従ってください。

　④　出願後は、出願書類の修正や、資料の追加送付はできません。
　⑤　出願書類に虚偽の記載内容があった場合は、受験を無効とし、入学を取り消すことがあります。
　⑥　入学検定料および出願書類は、いかなる事情があっても返還しません。
　⑦ 　出願締切日までに到着しなかった出願書類は受理しません。なお、出願期間前に到着した出願書類は、 

出願期間開始日まで本学にて保管します。

⑶ 

　　

　疾病・負傷や障がい等のため、受験上および修学上、特別な配慮を希望する場合は、令和8年1月20日（火）
までに、必ず広報・入試センター入試グループ（千代田）までご相談ください（tel. 03-5275-0404）。また、
それ以降に事故で負傷した方等についても、同様に配慮することがありますので、速やかに本学に申し出て
ください。なお、入学後のカリキュラムの履修および各種プログラムへの参加が困難な場合がありますので、
必要に応じて面談をさせていただくことがあります。受験上・修学上の配慮については、場合によってはご
希望に添えないこともありますので、予めご了承ください。
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Ａ票

志 願 者 氏 名
カタカナ

漢　 字 （姓） （名）

生 年 月 日
昭 和 S 年 月 日

平 成 Ｈ

連

絡

先

住

所

郵便番号

都道府県 都・道
府・県

カタカナ
住所1（漢字）
市区町村～番地・号
カタカナ

住所2（漢字）
マンション名等

電 話 番 号 緊急連絡先
（携帯電話可）

Ｆ Ａ Ｘ 番 号

令和８年度大妻女子大学・大妻女子大学短期大学部
総合型選抜（自己推薦型）Ⅲ期入学願書

高 校 名 等 （国・公・私）立 高校等コード

課

程

1 2 3 4

別
科
学

1 2 3 4 5 6 7 8

月
年
業
卒

1 2 3 4 5 6

制
日
全

制
時
定

制
信
通 高等学校

もしくは
中等教育学校
卒業以外 科

通
普

科
数
理

科
業
農

科
業
工

科
業
商

科
学
合
総 1～ 6

以外の
学科

高等学校
もしくは

中等教育学校
卒業以外

令和８年
３月卒業
見込み

令和７年
３月卒業

令和６年 令和５年
３月卒業 ３月卒業

令和４・
令和３年
３月卒業

高等学校卒業
程度認定試験
・その他

↑課程は 1～ 4のいずれか、学科別は 1～ 8のいずれか、卒業年月は 1～ 6のいずれかの該当する番号に○をつけてください。

本学の入学検定料の支払いが
可能なコンビニエンスストアは
セブン-イレブン、ローソン、
ファミリーマート、ミニストップ
です。

入学検定料振込後、金融機関で切り離してください（コンビニ納入の場合は志願者本人が切り離してください）

金
融
機関

取扱店収納
印

コンビニエンスストア
入学検定料収納証明書貼付欄

コンビニエンスストアで入学検定料を
納入した場合は、この枠内に「収納証
明書」を貼付してください。（入学願書
のB、C票は提出不要です。）（取扱店→依頼人）

https://e-shiharai.net/

Ｂ票
大妻女子大学
大妻女子大学短期大学部 Ｃ票

大妻女子大学
大妻女子大学短期大学部

令和８年度総合型選抜（自己推薦型）Ⅲ期
入学検定料 振込領収書
（本人控）

令和８年度 総合型選抜（自己推薦型）Ⅲ期
入学検定料 振込依頼書

金
融
機関

取扱店収納
印

（取扱店保管）

金
融
機関

取扱店収納
印

（取扱店→依頼人）

電 信

の
へ
店
扱
取

い

願

お
振 込 先 三井住友銀行　麹町支店 振込金額 ￥35,000

口座種別 普通 口座番号 6 2 1 3 氏

名

カタカナ

受取人名
漢　字

住　　所

〒　　　　 －

tel.　　　　　　　　 －　　　　　 －

ガク） オオツマガクイン
学校法人 大 妻 学 院

【志願者への注意】
1．金融機関の窓口から電信扱いで振り込んでください。
※ゆうちょ銀行・郵便局、インターネット、ATMでの納入はできません。

2．金額を訂正したものは無効です。
3．「金融機関取扱店収納印」がないものは無効です。
4．三井住友銀行の窓口から本振込依頼書を使用して振込む場合は振込手数料は
　  かかりません。

上記の金額を受領しました。
※注意　いったん納入された入学検定料は、いかなる
　　　　事情があっても返還しません。

振込期限：令和8年1月6日（火）～ 2月14日（土）

振込金額 ￥35,000
振 込 先 三井住友銀行 麹町支店
口座種別 普通

口座番号 6 2 1 3
受取人名 学校法人　大妻学院

氏　　名

い
さ
だ
く
て
し
離
り
切
で
関
機
融
金
、
後
込
振
料
定
検
学
入

。
い
さ
だ
く
て
し
印
押
も
と
③
②
①
は
印
納
収

※ 志願者本人が、黒ボールペン（摩擦等で消えないインク）を使用し、太枠内を記入してください。記入の際は募集要項 13、14 ページを参照してください。

志望学科・専攻・コース（記号に○をつけてください。）

被服学科 ア

食物学科 食物学専攻 イ

児童学科 児童教育専攻 ウ

日本文学科

英語英文学科

エ

オ

社会情報学科
社会生活情報学専攻

環境情報学専攻

カ

キ

社会学科 ク

福祉学科

共生デザイン学科

ケ

コ

記号

家
政
学
部

文
学
部

人
間
共
生
学
部

社
会
情
報
学
部

志望学科・専攻・コース（記号に○をつけてください。）

比較文化学部 比較文化学科

データサイエンス学部 データサイエンス学科

家政科
家政総合コース

食と栄養コース

サ

シ

ス

セ

記号

短
期
大
学
部

志 願 者 氏 名
カタカナ

漢　 字 （姓） （名）

生 年 月 日
昭 和 S 年 月 日

平 成 Ｈ

連

絡

先

住

所

郵便番号

都道府県 都・道
府・県

カタカナ
住所1（漢字）
市区町村～番地・号
カタカナ

住所2（漢字）
マンション名等

電 話 番 号 緊急連絡先
（携帯電話可）

Ｆ Ａ Ｘ 番 号

高 校 名 等 （国・公・私）立 高校等コード

課
1 2 3 4

科
学

1 2 3 4 5 6 7 8

年
業
卒

1 2 3 4 5 6

日
全

時
定

信
通 高等学校

もしくは 通
普

数
理

業
農

業
工

業
商

合
総 1～ 6

以外の
高等学校
もしくは 令和８年

３月卒業 令和７年 令和６年 令和５年 令和４・
令和３年

高等学校卒業
程度認定試験

※ 志願者本人が、黒ボールペン（摩擦等で消えないインク）を使用し、太枠内を記入してください。記入の際は募集要項 13、14 ページを参照してください。

（本人控）三井住友銀行　麹町支店 振込金額 ￥35,000

普通 口座番号 6 2 1 3 氏

名

カタカナ

漢　字

〒　　　　 －

tel.　　　　　　　　 －　　　　　 －

ガク） オオツマガクイン
学校法人 大 妻 学 院

【志願者への注意】
1．金融機関の窓口から電信扱いで振り込んでください。

上記の金額を受領しました。
※注意　いったん納入された入学検定料は、いかなる
　　　　事情があっても返還しません。

振込金額 ￥35,000
振 込 先 三井住友銀行 麹町支店
口座種別 普通

口座番号 6 2 1 3
受取人名 学校法人　大妻学院

氏　　名

く
て
し
離
り
切
で
関
機
融
金
、
後
込
振
料
定
検
学
入

B、C票の住所・氏名はA票と
一致させてください。

コンビニエンスストアで入学検定料を納入する
場合、B、C票を記入する必要はありません。志
願者本人が切り離し、A票のみ提出してください。

【入学願書の記入例と注意事項】

総合型選抜　家政学部被服学科の志願者の例

年・月・日が 1 ケタの場合、左マ
スに 0 を記入し、2 ケタとしてく
ださい。

濁点 1 マス

高等学校卒業程度認定試験合格
（見込）者は、「高卒認定 と記入
してください。

志願者本人または保護者の携帯
電話番号等を記入してください。

記入上の注意事項（2）参照

記入上の注意事項（3）参照
該当する番号に○をつけてくださ
い。なお、年度の途中の卒業者は、
同年度の 3 月卒業者と同じ年度の
番号に○をつけてください。

高等専門学校第 3 学年修了（見込）
者は、第 3 学年修了年月の番号に
○をつけてください。
以下に該当する方は 6 に○をつけ
てください。
・高等学校卒業程度認定試験合格
（見込）者
・ 外国の高等学校修了（見込）者
・ 文部科学大臣の指定した者
・在外教育施設の課程修了（見込）者
・専修学校の高等課程卒業（見込）者
・本学の個別の入学資格審査で認
定を受けた者

・「卒業年月」が 1～5 に該当する
　方は
「課程」は 1～3のいずれか、
「学科別」は 1 ～7 のいずれかに
○をつけてください。

・ 高等専門学校第 3 学年修了（見
　込）者および「卒業年月」が 6 に
該当する方は「課程」は 4、「学科

　別」は 8 に○をつけてください。

<例> 令和 7 年 6 月卒業者：令和
 8 年 3月卒業見込み欄

卒業年月

課程、学科別

受験票、合格通知書を受け取る住
所を記入してください。住所が長
く、住所 1 に入りきらない場合
は、住所 2 にマンション名等か
ら記入してください。 
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　記入上の注意事項

⑴ 

⑵ 　氏名は戸籍に記載されているものを記入してください。電算処理において表記できない文字は、受験票、合格
通知書等で文字が置き換えられるか、カタカナ等で表記されることがあります。

　　＜例＞ 𠮷→吉、𡈽→土、⻆→角、祐→祐、𣘺→橋
　　外国籍の方が通称名を用いる場合は、住民票に記載されている通称名に限ります。
⑶ 

 

⑴ 

　　受験票が届いたら、記載事項に間違いがないかを必ず確認してください。
⑵　面接当日は受験票を必ず持参してください。

受験票の発送

　　高校等コード欄には、「高等学校等コード表」（共通ページ）を参照し、該当する出身高校等のコードを記入し
　てください。高等学校卒業程度認定試験合格（見込）者、外国の高等学校修了者等は「高等学校等コード表」2 を
　参照してください。

　　2 月 17 日（火）頃に志願者宛に発送します。2 月 19 日（木）午前中までに受験票が届かない場合は、広報・
　入試センター（千代田）にお問い合わせください。

　入学願書は、黒ボールペン（摩擦等で消えないインク）で記入し、書き損じた場合でも修正液は使用しないでください。
書き損じた場合は、間違えた箇所に二重線を引き、訂正印を押印のうえ、余白に正しい内容を記入し、訂正してください。
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1． 発表期間
　　令和8年 2月 19日（木）　15時　～　2 月 22日（日）　17時

2． 発表の方法
　　Webによる面接日時照会システムで発表します。

3． 注意事項
　⑴　受験票を用意し、操作をしてください。
　⑵　書面等での通知は一切行いませんので、忘れずに各自で確認し、日時を手元に控えておいてください。
　⑶　電話等による問い合わせには応じません。
　⑷　発表期間以外は利用することができません。

〈操作ガイド〉　  【照会URL】 https://www.go-pass.net/mche/otsuma/
　照会にあたり、受験番号と誕生月日が必要になります。事前に準備しておきましょう。

面接日時発表

受験番号 誕生月日

Webでの確認方法

１ 照会 URL にアクセスする。
※QR コード対応機種で利用できます。

「個人情報の取扱いについて」の表示内容を確認し、「同意して利用する」をクリックする。

受験番号 9けた（半角）と、誕生月日4けた（半角）を入力する。

※受験番号はハイフンを除いた9けた（半角）
※誕生月日が2 月 8日の場合は『0208』（半角）

面接日時発表

利用できる機器等について
1．インターネットに接続されたパソコンやスマートフォン等の携帯端末で確認ができます。
2．パソコンのブラウザーの設定によっては、画像のずれ、文字化け等が発生する場合があります。その場合はブラウザーを調整してください。
3．パソコンの性能やインターネットへの接続方法等で、表示に時間がかかる場合があります。

受験番号○○○○○○○○○の方は、
面接日時が、○月○日午前（午後）○○時○○分です。
面接開始 20 分前までに集合してください。
集合場所は、○○○キャンパスです。

受験番号・誕生月日を入力して
ください。

受験番号（半角 9 けた）

誕生月日（半角 4けた）

２

３

４

※下図はイメージであり、実際の画面とは異なります。
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1． 集合時間
千代田キャンパス、多摩キャンパスともに午前8時に試験場を開場します。

面　接 面接日時照会システムで指定された面接日時の20分前までに集合してください。

2． 集合場所
学部 集合場所 所在地・当日連絡先

家政・文・社会情報・
比較文化・データサイエンス・

短期大学部
千代田キャンパス（19ページ参照）
本館 E棟入口

東京都千代田区三番町12番地
広報・入試センター　tel. 03-5275-0404

人間共生学部 多摩キャンパス　　（19ページ参照） 東京都多摩市唐木田2丁目 7番地 1教育支援・学事グループ　tel. 042-372-9970

3． 試験当日の注意事項
　⑴　持ち物
　　　① 　受験票、筆記用具を必ず持参してください。万一受験票を忘れた場合は、係員に申し出て再発行を受け

てください。
　　　② 　携帯電話等の通信機器は、試験場に入る前にアラーム設定を解除し、電源を切ってカバン等にしまって

ください。試験時間中に時計として使用することはできません。
　⑵　遅刻・欠席
　　　遅刻した場合は、係員の指示に従ってください。

　⑶　入退出
　　　入室から終了までは、発病またはトイレ等、やむを得ない場合以外の退室・退場は認めません。
　⑷　不正行為
　　　以下の行為は不正行為となることがあります。
　　　①　試験場において監督者の指示に従わないこと。
　　　②　試験時間中に携帯電話等の通信機器を身に付けたり、操作したりすること。
　　　③　試験場において他の受験者の迷惑となる行為をすること。
　　　④　漢字・英文字・地図等がプリントされている上着等を持ち込むこと。

　　　⑥　その他、試験の公平性を損なう行為をすること。

　　
　　　⑤　受験者間で面接情報の交換をすること。

　⑸　その他
　　　生活騒音（自動車、風雨、空調音、くしゃみ等）が発生した場合でも、原則として特別な措置は行いません。

集合時間に間に合わない場合（交通機関の事故、やむを得ず欠席する場合等）は、事前に上記の当日連絡
先に必ず連絡してください。連絡がない場合は、本学から確認の電話をします。試験場付近の公共交通機
関に大幅な遅延が発生した場合などは、面接時間を繰り下げることもあります。

面接
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1． 合格発表
　　令和8年　2月 25日（水）　15時　～　3月 3日（火）　15時

2． 発表方法
　⑴　Webを利用した合否照会システムにより行います。
　⑵　合格者には、合格発表日に合格通知書を郵送します。手元に届くのは多くの場合、合格発表日の翌日以降

となります。

3． 注意事項
　⑴　受験票を用意し、操作をしてください。
　⑵　合格通知書の未着、合否照会システムの誤操作等を理由とした入学手続期間の延長は認めません。
　⑶　電話等による選考結果、合否結果の問い合わせには応じません。
　⑷　発表期間以外は利用することができません。

〈操作ガイド〉　  【照会URL】 https://www.go-pass.net/mche/otsuma/
　照会にあたり、受験番号と誕生月日が必要になります。事前に準備しておきましょう。
受験番号 誕生月日

合格発表

Webでの確認方法

１ 照会 URL にアクセスする。

※QR コード対応機種で利用できます。

「個人情報の取扱いについて」の表示内容を確認し、「同意して利用する」をクリックする。

受験番号 9けた（半角）と、誕生月日4けた（半角）を入力する。

※受験番号はハイフンを除いた9けた（半角）
※誕生月日が2 月 8日の場合は『0208』（半角）

利用できる機器等について
1．インターネットに接続されたパソコンやスマートフォン等の携帯端末で確認ができます。
2．パソコンのブラウザーの設定によっては、画像のずれ、文字化け等が発生する場合があります。その場合はブラウザーを調整してください。
3．パソコンの性能やインターネットへの接続方法等で、表示に時間がかかる場合があります。

受験番号・誕生月日を入力して
ください。

受験番号（半角 9 けた）

誕生月日（半角 4けた）

２

３

【合格発表】

〔合格〕 〔不合格〕 〔欠席・棄権〕
４

※下図はイメージであり、実際の画面とは異なります。

おめでとうございます。合格です。
合格通知書を郵送しました。入学
手続については、「合格者向け専用
ページ」をご確認いただき、期日
内に入学手続時納入金を納入のう
え、入学手続書類を提出してくだ
さい。

残念ながら

不合格です。

欠席または試験の一部を受験し
ていないため、残念ながら不合
格です。
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納入した入学金および入学手続書類は、いかなる事情があっても返還しません。
詳細は、合格者向け専用ページの「入学手続の手引」でご確認ください。
入学手続時納入金に関するご質問は、広報・入試センター（千代田）へお問い合わせください。

1． 入学手続時納入金
　⑴　納入期間

令和8年　2月 26日（木）～　3月 3日（火）

　　　納入期限までに本学の指定口座に送金されていない場合は、棄権とみなします。
　　　※ 納入期限日に振り込む場合は、金融機関から本学への送金が当日扱いになるか金融機関の窓口で確認して

から手続をしてください。

　⑵　納入方法
　　 　納入期限までに金融機関の窓口から電信扱いで振り込んでください。ゆうちょ銀行・郵便局、ATMからの振

　⑶　納入金額（令和8年度納入金）
　　 　入学する学部・学科・専攻・コースにより入学手続時納入金合計が異なります。共通ページの表を参考に

してください。

　⑷　入学手続時納入金の振替
　　 

 
2． 入学手続書類
　　　「入学手続の手引」に従って、入学手続締切日〔郵送・当日消印有効〕までに簡易書留速達またはレターパック

プラスで郵送してください。

3． 入学辞退・納入金返還
　 　入学手続時納入金を納入した方が、やむを得ない事情により入学を辞退する場合、本学所定の手続を令和8年 
3 月 31日（火）までに行えば、入学金以外の入学手続時納入金を返還します。

入学手続

り込みはできません。

　総合型選抜（自己推薦型）Ⅲ期において入学手続を完了した方が、後に本学の一般選抜で合格（または繰
上による追加合格）となった学科・専攻・コースへ入学を希望する場合、本学内で入学手続時納入金の振
替ができます。
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広報・入試センター（千代田）
教育支援・学事グループ（多摩）

教育支援グループ（千代田）

学生支援グループ（千代田）
財務グループ（千代田）

教育支援・学事グループ（多摩）人間共生学部 042-372-9988

042-372-9970
03-5275-0404

03-5275-6061

03-5275-6071
03-5275-6031

受付時間

内容

入試全般

授
業
内
容
等

奨学金
授業料等

千代田キャンパス　〒102-8357　東京都千代田区三番町 12 番地
多　摩キャンパス　〒206-8540　東京都多摩市唐木田 2 丁目 7 番地 1

ホームページアドレス　https://www.otsuma.ac.jp/

家政学部
文学部
社会情報学部
比較文化学部
データサイエンス学部
短期大学部

部署名 tel.

千代田：平日 8：30～16：40　土曜日 8：30～13：10
多　摩：平日 8：50～17：00　土曜日 8：50～13：30

キャンパス案内（試験場）

問い合わせ先

千代田キャンパス 家政学部、文学部、社会情報学部、比較文化学部、データサイエンス学部、短期大学部

多摩キャンパス 人間共生学部

試験日当日に掲示を
 しますので確認して
 ください。

試験場の確認

試験場 集合場所
 本館E棟
　入口


